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現
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諸
国
行
政
統
計
書
の
梗
概

(
=

財

、,部

静

治

一

序

説

拙附
帯
…紀

の
初

め
以
来

、
諸
国
行
政
統
計

の
獲
達

ε
な

り
て
よ
り
、
歳

に
月

に
益
々
豊
富
な
る

へ
き
、
計
数
そ

の
他

の
材
料
を
、
普
通
行
政
事
務
の
上

に
て
、
適
切
に

整
理
製
表
す

る
は
、
永
糟
的
に
之
を
望
み
難
き
こ
ε
、
.

経
験
に
よ
b
明
か
に
せ
ら
れ

し
ょ
り
、
官
職
統
計
事
務

を
普
通
行
政
事
務
よ
り
、
二
重
に
分
離
せ
し
む
る
こ
ご

＼
な
れ
り
、
帥
ち
第

一
に
前
世
紀

の
初
年
中
、
諸
國
に

於
て
中
枢
統
計
機
關
の
形
に
よ
り
、
特
設
統
計
官
廃
の

設
置
を
見

κ
う
、
而
も
そ
の
當
初

起
あ
り
て
は
、
萬
般

の
施
政
上
得
ら
る

へ
き
、

一
切
の
統
計
材
料
並
に
特
別

の
施
設
假
令
は
人
口
實
査

に
よ
b
、
牧
む

へ
き
統
計
材

料
を
、
悉
く
そ
の
中
央
機
關

の
手
に
て
、
蒐
集
し
絡
括

一　一「一}ゴー一一一



一

,

す

る
を
以

て
、
そ

の
職

分
た
ら

し
め
ん

ε
し
、
・

に
こ
の
目
的

に
向

ひ
て
、
進

み
得

へ
し

ご
倍

し
た
b

、

さ
れ

ε
そ
の
後

の
獲

達
上

、
.例

外
的

に
は
現

に
か

、
る

集
灌
制

を
見

た

る
も

、

一
般

に
統
計

事
務

の
集
中

は
、

行
政
各

部

の
事
務
進
行

ε
、
調
和
を
保
ち
難

く
、
又
新

設
統
計
機

關
は

、
之

か
た

め
に
そ
の
人
員

を
、
過
多
な

ら

し
む

へ
き

こ
ξ
、
聞

も
な
く
経
験

せ
ら

れ

し
ょ
り
、

第

二

の
分
離

`
し
て
、
行
政
音
部
特

に
そ

の
政
務

上
、

そ

の
事
務

の
計

数
的
結
果

に
、
重
大

の
利
害
を
威

す

へ

毒
ヒ

ε
、
仮
令

は
税
關
鐵
道
臆

の
如

き
も

の
に
あ
り
て

.

ば
、

そ

の
行
政

各
部

の
管
吋

に
於

て
、
統

計
事
務

を
分

離
管
掌

せ
し
む

る
こ
ε

、
な

れ
b
、

か
く
て
官
職

統
計

の
組
織

上
、
特
設
中
.央
統
計
官
廃

は
、
普

通
政
務

よ
り
分

離

し
、
専
務
、

集

中
統

計

》
驕
瞬
巴
努
β

∩
O
葺

聾
・・一象

①

しn
邸
留
年

の
、
作
製

に
當

る

へ
き
機
關

こ

し
て
、
特
殊

の
統

計

に
付

、
そ

の
基
本
材
料

の
蒐

集
よ
り
、
整
理
製

表
に
至

る
迄

、

一
切

の
統
計
事
務

に
當

る
こ
ε
、
假
令

は
従

前

の
人

口
統

計

か
、
身

分
登

記
火
は
戸
籍

の
普
通

政
務

に
附
帯

し
、
そ

の
政
・務

に
當

る

へ
き
吏
員

に
よ
り
、

兼
務

こ
し
て
地
方

別
に
作
製

さ
れ
た

る
に
反

し
、
現
今

雑

録

諸
圃
行
敢
統
計
書
の
梗
概
念

)

又
徐
々
一
語
國
は
普
通

に
.
人
口
静
態
動
態
に
關
す
る
、
統
計
の

.

殆
ん
ご
全
部
を
、
中
央
統
計
官
廃

に
よ
り
、
作
製
せ
し

皿
む
る
に
至
れ
る
ご
共
に
、
別

に
又
種
々
の
程
度
に
於
て

人
口
以
外

の
諸
節
園
に
聞
す
る
、
諸
統
計
を
作
製
せ
し

む
、
之
に
謝
し
行
政
各
部
の
所
管
内

に
於
て
は
、
特
別

の
常
設
統
計
課
叉
は
局

に
て
.、
調
製
せ
ら
る

へ
き
統
計

あ
り
、
即
ち
前
者
同
様
専
務
な
る
も
、
事
務
組
織
上
発

企
に
、
分
離
集
中
さ
れ
た
り
ε
、
な
し
兼

頗
る
統
計
あ

り
、
最
後
に
又
普
通
政
務
に
兼
ね
て
、
即

ち
特
別
統
計

機
關
の
常
設
を
見
す
し
て
、
作
製
せ
ら

る
、
兼
務
統
計

≧
。宰

窪
。。琶

案

。
ω
冨
け蓋

犀

あ
る
か
如

き
、

現
況
を

見
る
こ
ご

＼
な
れ
り
、
而
も
亦
看
統
計

の
三
種
別
は
、

判
然
た
る
匠
別
だ
ら
す

し
て
、
寧
ろ
分
離
専
掌
せ
ら
る

」
.程
度
に
、
厚
薄
の
別
あ
り
ε
、
議
し
得

へ
き
も

の
あ

る
ε
共
に
、
右
三
種
別
統
計

の
按
排
は
、
沓
國
に
よ
り

甚
し
き
相
違
あ
り
、
加
之
諸
国
中
に
は
中
央
統
計
富
麗

を
し
て
、
そ
の
機
關
自
身
に
よ
b
、
蒐
集
整
理
さ
れ
さ

る
、
諸
官
廉
統
計
書
を
摘
要
抄
録
せ
し
め
、
統
計
年
鑑

又
は
摘
要
を
編
成
し
て
「
右
分
立
調
査

の
弊
を
.
少
し

に
て
も
救
は
ん
ε
す

る
も
の
.
多
き
の
事
責
め
り
、
こ

第
十
巻
.

(第
四
號

一
.=
二
)

五
六
七

■
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・

噛

、

雑

録

諸
国
行
政
.就
計
帯
の
梗
概
(
一
∀

れ
實

に
諸
國
官
廃
事

務

の
組
織

、
從

ひ
て
又

そ
の
統
計

書

に
付
、

そ
の
梗
概

を
窺

は
ん
ざ
す

る
際

、
勘

か
ら

さ

る
困
難

を
、
訴

へ
し
む

る
所

以

に
し

て
、
又
そ
.の
統
計

書

の

一
班

に
通

せ
ん
ご
す

る
に
先
ち

、
第

一
に

26

掛
く

へ
き
事
柄

た
り
。

・

利
用

さ
れ

さ
る
統
計

は
、
そ

の
職

分
を
蓋

さ
す

ε
謂

ふ

へ
し
、
從

ひ
て
自
己

の
調

査

に
よ
り
、
世
を
裨

益
せ

ん
こ
す

る
行
政
統
計
家
.は
、
調
査

の
結
果

を
、
如

何
に

褒
章

す

へ
き

か
の
問
.題

を
も
、
相
當

に
顧
.慮

し
、
内

容

の
精
…選
以
外

に
、
獲
表

の
形

式

を
考

ふ

へ
き
は
、
謂

ふ

迄
も

な
し
、
実

れ
濁
逸

の
古
大
學
統

計
學
涯

、
国
詰

を

以
て

しり
[巴
u・ニ
ォ

ε
な

せ
る
當

時
は
、
友
吉

を
以
て
記
述

せ
る
か
、
官
臆
統

計
勃
興

せ
る
後
、'
間

も
な
く
文

言
を

棄

っ
み
に
至
か
、
第

十
九
世
紀

の
初
年

以
後

に
於

け
る

刊

行
物

は
、
多

く
は
不
當

に
数

字
を
過
重

し
、
統

計
は

計

数

の
み
を
作

出
す

へ
く
、

そ
の
外

何
物

を
も
作
出
す

る
の
要

な
し

ε
し
、
赤

裸

の
計
徽
輯

録

を
獲
表

し
、
凡

例
並

に
序

説
を
付
す

る
も
、
前

者

は
兎
も
角
後
者

は
申

澤
的

に
、
数
字
表

の
露

骨
を
被

ふ
に
過

ぎ

さ
る
こ
ξ
、

現
時

の
本
邦
地
方
統

計
書
中
、
往

々
散
見

せ
ら

る

Σ
も

第
十
巻

(第
四
號

　
「
四
V

五
六
八
.

の
ε
異

る
こ
ご
な
か
り

き
、
素
よ
駄

か

、
る
「
計
駁
熱
」

の
初
期
代

表
者

は
、
特

に
不
利
な

る
事
情

の
下
に
、
統

計
を
作
製

せ
る
こ
ご
を

も
、
斟
酌

す

る
の
要
あ

b
、
即

ち
製
表
材
料

は
諸
方
面

よ
り
集

ま
れ

る
も

、
そ
の
原
材

料
を
覗
取

る
の
基
本
事
務

は
、
荷
極

め
て
幼
稚

な
b
、

之

に
勢
資

を
投
ず

る
こ
ビ
も
貧

弱
な
り
、
材
料
整

理

の

技
術
も
幼
稚

な
り
、統

計
擬
闘

に
於

け

る
、
所
謂
學
問
的

補
佐
者

を
野
2
の9
跨

ぎ
冨

甲巨
ξ

。
景
9
一巴

の
任

用
.

如

何

に
必
要

な

る
か
も
認

め
ら

れ
す
、
文
學
理

に
本

つ

く
事
務
上

の
慣
例

観
す

へ
き
も

の
も
、
全
く
鉄

け
た
れ

は
な
b

、,
さ
れ

ご
そ
の
後

に
至
り
、
調
査
を
主
宰

し
製

表
せ

る
統
計

家

は
、
.寧

ろ
其

の
義
務

ε
し

て
、
.先

つ
其

の
計
厳

を
學
問

的

に
利
用

し
、
評
論

し
そ

の
結

果
緬
説

を
試

み
、
聲

な
き
計
数

を
し
rて
「
其

の
口
を
開

か
し
む
」

る
の
、

要

あ
り

こ
の

信

念

は
、
,
盆

汐
懐

か
れ
、

ヌ
そ

の
實

を

塞
・(
る
に

至
れ
り

、

(本
誌
第
三
唐
第
二
號
所
載
「統

.

計
書
の
概
説
」
参
照
、
街
大
正
六
牟
+
二
月
刊
行
、
第
三
十
六
統
計
年

鑑
繍
書
面
・、
「本
邦
の
諸
統
計
書
は
、
従
来
」
「翠
に
鍛
掌
裏
を
渇
く
る
に
、

止
め
た
り
、
我
統
計
年
鑑
も
亦
黙
り
、
是
本
邦
の
話
談
計
か
、
實
耽
愈
ミ

乖
離
す
ゐ
`
.の
あ
ろ
の
一
原
因
」
な
り
き
、
仍
て
木
「年
鑑
は
、其
の
丙
容

に
就
て
主
任
沓
統
計
官
か
し
て
、
梗
概
な
記
述
ぜ
し
め
、
之
か
巻
頭
に
掲

薗



1

け
た
り
Lミ

脱
げ
る
を
注
意
す
へ
し
)。
兎

に
角

か

・
る
新
気
違

か
、
濁
逸

チ

ユ
ー
ソ

ン
グ

ソ
諸
邦

の
官

臆
統

計
上

、
脛

、
濟
學
歴
史
涙

の

一
泰
斗

、

富
「
旨
o
雷

乙
①
紅
【径

に
よ
り

始

め
ら

れ
、
爾

来

そ

の
先
例

は
、
諸

國
統

計
機
關

に
よ

り
、
踏
襲

せ
ら
れ
、
輓

近

に
至
b
て

は
、
蕾

に
諸

計
数

を
相
勤
敷

に
換
算

し
て
、
之

を
歴
史
的

に
並

列
し
、
自

国

事
.儒
…比
較

の
た

め
に
、
種

々
の
關
…係

に
よ

b
餉
糟指
す

る

の
み
な

ら
す

、
他

の
諸

国

に
關
す

る
常
談
相
識
敷

を

も

、
比
較
適
性

備
は

れ
り

ε
、
思
は

れ
る
限

り
は
、
之

を
併

記
す
る

に
至
り

、
統

計
書

中

に
ゼ
街

一
種

の
比
較

統
計
學
的
研
究

の
結
果

は

、
示

さ
る

Σ
こ

ご

、
な

れ
る

や

、
次

に
.心
得

お
き

て
、
可

な

る

一
事
な
り
。

諸
因
統
計
機
關

の
刊

行
物
中

に
は
、
不
定
期
刊
行

ご

し

て
、
現
存
統
計

材
料

に
付

、

一
層

周
到

な

る
學
問
的

庭

理
を

、
施

し
π

る
も

の
を
出
す

ご

ε
珍

し
か
ら

す
、

是
等

の
研
究

に
し

て
、
統
計
的

一
大

調
査

の
結
果
を

、

學
問
的

に
諸
方
面

に

つ
き

.
研
究
説

述
す

る
こ
ご
、
假

令

は
■職
業
調
査

を
本

ε
せ

る
.
入
口

の
耐

會
的
経
済
的

類

別
研
究

の
如

き
も

の
な

る
か
、
或

は
同

[
物
艦

に
關

す

る
、
永
年
魏
察

の
結

果
を
綜

括

七
そ
の
獲

展

の
大
勢

雑

録

諸
国
行
政
統
計
書
の
梗
概
=

)

を
伺

は
し
む

へ
き
、
固
有
軍
行
本

た

る
限
り
、

(総
計
年

鑑
末
地
組
載
、
統
計
局
稲
築
書
目
中
、
臨
時
刊
行
物
の
一
部
分
の
如
告
)

永
遠

の
僧
値

を
有
す

へ
き
ご
共

に
、
自
ら
数
字
表

を
離

れ

、
軍
行

本
的
記
述

の
目
的

を
、
充

た
す

の
要

あ

る

へ

し
、
.そ

の
以
外

に
國

に
よ
り

て
は
、
此
種

の
研
究

に
し

て
、

↓
屠

短
篇
な

る
も
の
を
輯

め
、
雑
誌

を
獲

行
ず

る

こ
ε
、
帝
国
濁
逸

の
有
力

な

る
支
分
國

に
、
之
を
見

た

る

か
如

き
も

あ
b

、
現

に
出

版
物
昌

ん
な
る
同
国

に
於

・
て
、
近
年

に
至

る
迄

、
統

計
家
統

計
學
者

の
學
會

機
關

雑
誌

こ
し

て
、
見

る

へ
き
も

の
な

か
b
し
は
、
之

に
關

係
す

る
こ
ご
、
深

か
b
し

に
似
た
り

、
以

下
諸
国
行
政

統
計
書

の
、
梗

概

を
窺

は
ん
ε
す

る
に
當

り
、
問

は
ん

ε
す

る
所

は
、
以
上
述

ふ
る

か
如
き
方
面

に
非
す

し

て

主

ご
し
て

そ
の
定
期

刊
行
物

に
あ
り

、
而

し

て
是
等

定

期

刊
行
物

申
、
自

ら

二
別
あ

り
、

一
は
数

字
表
・の
大
堆

積

ε
し
て
、
統

計
調
査

の
結

果
を
、
出
唱凍

る
丈

け
細
別

し

て
、
示

せ

る
も

の
、
即

ち
原
表

に
し
で

、

一
は
前

に
.

も

=
蔵
せ

る
、
統

計
年
鑑

又
は
統
計
摘
要

な
り
。

一
時
流
行
物

の
如

き
極

め
り
、
政

略
的

色
彩
を
帯

ふ

る
こ

ε
,
多

き
か
如
.く
な
b
し
代
り

に
、
計
数
的

報
告

第
†
巻
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四
號
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雑

録

諸
国
行
政
統
計
書
の
梗
概
(
一
)

の
實
績
よ
り
せ
は
、
調
査
會
ε
吉
は
ん
よ
か
は
、
諮
問

會
叉
は
相
談
會
ε
吉
は
ん
方
、
當
れ
る
か
如
く
想
は
れ

し
、
幾
多

の
官
命
調
査
會
漸
く
塵
止
さ
れ
ん
ε
し
、
官

民
の
間
與

に
眞
面
目
な

る
調
査
機
關
は
、
諸
方
面
に
興

さ
れ

っ
、
あ
る
に
似
た
り
↓
是
等
機
關
の
た
め
に
、
そ

の
調
査

の
参
考
資
料
究
る
へ
き
、
諸
国
政
府

の
刊
行
物

を
悉
く
紹
介
し
、
特
に
如
何
な

る
資
料
は
、
何
れ
の
國

何
れ
傷
機
關
に
付
、
有
用
な
り
叉
信
頼
し
得

へ
き
も
の

を
,
収

め
復
…
へ
き

か
を
一下
す
.は
、
諸
事
國
一際
閥的

ε
な
り

て
、
國
内

に
は
花
計
り
の
政
造

ざ
共
に
、
實
も
あ
る
改

造
も
叫
は
れ

つ
つ
め
る
、
此
節

嬉
し
て
、
最
も
相
慮
は

し
き
こ
巴
ご
想
は
る
、
尠
く
ご
も
著
書
新
聞
雑
誌

の
論

説
記
事
中

に
、
抄
録
さ
れ
た
る
計
数
材
料

の
、
天
引
き

又
は
輩
純
な
る
書
き
寫
し
に
甘
ん
せ
す
、
計
数
の
根
源

◎
ロ
Φ濠
づ
蓉
爵

に
直
入
親
炙

し
て
、
研
究
す
る
の
風
潮

を
、
養
は
し
め
ん
ε
す

る
の
、
主
意
よ
b
せ
は
、
然
め

ざ
錐
も
、
本
編
の
企
圖
す

る
断

絃
、
素
よ
り
か
か
る
圭

.

意
を
充
セ
さ
ん
ざ
す
る
か
如
き
、
大
用
意
あ
る
研
究
に

非

す
、
唯
例
年
統
計
學
を
請
し
て
、
諸
国
行
政
統
計
機

關
及
そ
の
刊
行
物

に
關
す
る
説
明
は
、
繁
雑
無
味
な
る

第
+
巻

(第
西
號

一
一
六
)

五
七
〇

へ
.き

を
想

ひ
、
略

し
氷

れ

る
を

以
て
、
聯

か
本

誌

の
飴

白

を
借
り
講
義

を
補

は

ん
ε
す

る
の
微

志

に
出

つ
、
從

ひ
て
周
到

な
る
紹
介

は
、
始

め
よ
り
期
す

る
所

に
非
す

特

に
天
職

時
中
此
方

、
諸
国

に
は
臨

時

t
設
置

せ
ら

れ

し
、・
調
査
機
關

も
多

か
る

へ
.く
、
常
設
統

計
機
關

に

し

て
も

、
著

し
く

振
張
さ
れ

し

こ
ε
、
英

国
商
務
省

勢
働

部

の
如

き
も
の
あ

る

へ
し
ε
難

も
、
今

一
切

之
を
問

は

す
、
護
者

之
を
諒
せ
よ
。

,
二

葉

國

英

聯
合

王
國
に
於
け

る
統
計

行
政

は
、

そ

の
他
多

く

の
欧
洲
諸

国
7に
於
け

る
か
如

く
、
系
統
的

に
完
成

組
織

・せ
ら

る

、
こ
蓬
な

し
、
特̀

に
大
不
列
顛

ε
し
て
、
固
有

の
中
央
統

計
機

關
を
敏

く
、
行
政

各
部
統
計

の
嚆

矢

ビ

し

て
、
夙

に

一
六
⊥
ハ
O
年
統
計

事
務

を
託

さ
れ
た

る
、

∩
o
口
口o
岸
♂
「
6
替
α
o
撃
匹
コ
四島
pけ凶o
塁

の
設

置
あ
り
、

些
2

寓
oo
パ
。。
ご
し
て
沿
.ね
く
知
ら

れ
た

る
、
同
国
政
府

の
刊

行
物

報
告

書
も
、
.夙

に
公

布
せ
ら

る

、
こ
ε

＼
な

れ

り
、・
次

い
で
右
委
員
會

の
任

務
は

、
現
存

商
務

省

の

前

身

く
し
て
、

一
七

入
六
年

に
興

さ
れ
た

る

委

會
員

開
}
q

O
o
巨
∩目

o昌
月
替
α
o
.
に
委

ね
ら
れ
、
同
委
員
會

'

`



』

は
商
業
統
計
の
蒐
集
整
理
、
同
国
普
通
統
計

の
編
製

に
.
に
、
商
務
統
計
事
務

の
範
囲
中
に
は
、
外
国
貿
易
統
計
、

當
れ
り
、
そ
の
後
繰
返
し
惹
起
さ
れ
だ
る
行
政
機
關
の

海
運
及
鐵
道
交
通
統
計
等
あ
り
、
就
中
貿
易
統
計
は
、

饗
更
ε
、
新
落
統
計
事
務

の
所
管
換
ご
を
、
不
問
に
付

bゴ
o
p
瓦

o
h
∩
ロ
蜂
8
閉
葺
亀
国
×
o『
o
に
て
、
原
材
料

に
本

ぜ
ん
か
、
右
委
員
會
の
任
務

は
、
大
鵬
に
商
務
省

bd
8
三

つ
き
整
理
せ
ら
る
、
も
、
そ
の
他
の
前
記
諸
統
計
は
、

o
h
↓
轟
ユ
o
に
引
繊

か
る

、

こ
ご
、
な
れ
り
、

即
ち
同

直
接

に
商
務
部
に
て
作
製
せ
ら
る
、
そ
の
主
要
統
計
書

國
官
騰
統
計
特

に
経
済
統
計
の
大
部
分
は
、
爾
來
同
省

は

に

よ

b

銅

製

せ

ら

れ

、

而

も

そ

は

商

業

及

交

通

統

計

の

≧

・
邑

。,
・・
葺

・
三

。
;

軌
間
量

讐

目
邑

・
。
『
爵

q
旦

・
山

外

、

殖

民

地

及

農

業

の

統

計

を

も

取

扱

ふ

た

め

、

一
八

因
ゴ
。巴

。
.ゴ
,

}
旨

5

一
u「
欝
{雪

拓
三

〇
{
臨
一①
Z
署

一饗
ユ
o
=
き

匙
ψ
ぽ
唱

一品

。
{
9
0

三

二

年

に

同

省

に

置

か

れ

た

る

O
。
日
ヨ
。
・・
圃曽
=

)
ぞ

騨
昌
,

9

目
.

目5
¢
ゴ
叶

並

に
勢

働
統
計

を
取
扱

ふ
た

め
.

一
八
八
六
年

。∩
雲

巴
∩巴

蜜
『
】①茸
三
。量
鵬
δ

ごゴ
旨
旨

∩
。喜

δ
い-
勺
塗
m量
。累

分
世

さ
れ
た
る

H
鋤
げ
9
弓

U
①℃
費
πヨ
。
p
け

の
二
機
關

に

き
二

・巨
①∩耳
垂
甲

よ
b

て
黙

り
、
両
者

の
管
掌
す

る
所

、
統

計
事
務

の
み

影
回τ
3
、
寄
耳
蕊

。=
『①
d
・
困
・

た
b

ε
す

る
を
得

さ
る
も
、
圭

ε
す

る
所

は
藪

に
あ
り

、

導
な
り

、
同
部
は

又
夙

に

一
八
五
〇
年
代

以
来
、
統
計

而
し

て
そ
の
普
通

統
計

事
務

の
た

め

に
、
省
内

に

一
諾

摘
要

の
編
纂
獲

行

に
當

り
、
聯
合
王

國
並

に
そ
の
諸
殖

問
委
員
會

の
組
織

を
見

る
こ
ゼ
な
き
も

、
外
國
貿
易
統

民
地

に
付

、
行

政
統
計

の
諸
節

團

に
】旦
る
、
概

覧
表
を

計

に
付

て
は
、
右
商
務
部

の
代
表
者

ご
、

閉
〇
四
三

亀

授

け
、
特

別
の

一
編

ご
し
て
、
外

國

に
關
す

る
も

の
を

∩
臣
δ
暴

p
コ
α
国
益

・。①
の
統
計

課
長

ご
に
よ
り
、
組
織

刊
行
す

、
此

種

の
統
計
書
獲

打
上
、
英
國

か
率
先
模
範

せ
ら

る
る

一
委
員
會

あ

る
、
年

々
貿
易
統

計

の
政

善

に

的
な

る
先

例
を
、
開
け

る
は
注
意

す

へ
く
、
特

に
叉

そ

付

き
て
議

す
る
所

あ
り
、
商
業
界

に
於

け
る
同
統

計

の

の
創
刊

以
來
、
齊

一
な

る
諮
問
及

調

査
注
を
、
維

持

す

實
用

、
多

か
ら

ん

こ
ご
を
期
す

、
近
年

の
組
織

に
よ

る

る
に
勉

め
、
か
く

て
計
数

の
同
類
性

比
較

適
性
を

、
侏

離

鋲

請
國
行
政
統
計
書

の
梗
概

(
一
)

第
十
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司
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①
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、
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務
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